海 を 見た ことがない という 山奥の 子供で も 汽車 ゃ自 

動 車 は 見なれ ている という 文化 交通 時代で あるが、 紀 

伊 半島 を 一 周す る 汽車 線 はい まだに 完成して いない。 

また、 紀 州の 南端から 大台 ケ原を 通って 吉 野へ 現れる 

に は、 どうしても 数日 テクる 以外に 手がない ので ある _ 

吉 野の 入口から 自動車に のる と 上の 千 本まで しか 登れ 

ない。 奥の 千 本へ 行く にも テクらなければ ダメ なんだ 

から、 大峰山 や 大台 ケ原は 今もって 鏡 花 先生の 高野聖 

時代 さ。 交通 文明と いう ものに 完璧に 見す てられて い 

る 山 また 山の 難路な ので ある。 ところが 昔の 神々 は 目 

のつ け 場所が ちがう。 ここが 日本で 一番 早く ひらけて 



吉野 旅行が 延び延び となり、 ついに 意 を 決し ぺ ニシリ 

ンと 注射器 一 式に ダイヤ ジン を ぶらさげて 吉 野へ つい 

たら、 花の 散った あとであった。 しかし、 どうせ 花 を 

見ない 私で ある。 久来ノ 仙人の 末流 さ。 

神武 天皇が 熊 野から 八咫の 烏の 先導で 吉 野に かかつ 

たと き、 尾の ある 人間が 井戸の 中から 出て きて、 その 

井戸が 光った。 お前 は 誰 だと 問うたら、 国ッ 神で 名 を 

ひ か おびと 

氷 鹿と いう 者 だと 答えた。 これが 吉野 首の 祖先 だと 

古事記に 書いて ある。 その 井戸が 今 も 残って いる。 

竹林 院と いう 修験道の 宿坊が 今 は 旅館に な つてい る。 

万事 アルバイト 時代で ある。 そこの 名 園 (？) から 竹 



たりに、 大峯 山脈の ド テツ 腹から 清水 を ひいて きて 水 

道 をつ くり、 町民 はこの 水道 を 飲料に 用いて いる。 井 

戸 を 掘っても 水が でない の だ。 

だから、 吉野 山に 井戸水が あると いう こと は 例外な 

の だ。 清水と いう もの も、 甚 しく 乏しい 量で、 後 ダイ 

ゴ 天皇の 御製に、 枕の 下に 水く ぐる 音、 と あるが、 な 

る ほど 吉水院 の 門前の 家に は 竹の トヨで 山腹から 清水 

を ひいて チヨ 口/^ 流れて いるの を 現に 用いて いるけ 

れ ども、 その 清水の 溜り 水が 深く 濁リ よどんで 臭気が 

ある ほど 流れて いる 水量 は チョロ/^ にすぎない。 吉 

野の 宿屋 はこの 吉水院 と同じように 深い 谷の 上に 一 列 



の 親分が 井戸の 中から 這って 現れた というの は 当然の 

話です よ。 東京の 親分 は 省線の 駅を緦 張りに マ ー ケッ 

ト をつ くるが、 吉 野の 大昔の 親分 はたった 一 ッの 井戸 

を緦 張りに マ ー ケット を 造った にき まってい や。 高い 

水 を売リ つけて ボッ たんだね。 貴重な 水 だから、 濁つ 

ていても 光り かがやく さ。 

吉水院 の 前に は 珍しく 清水が あつたし、 名 も 吉水だ 

から、 吉野を ひらいた 役の 行者が ， J v> に 庵室 を 造 つ た 

というの も、 こ、 が 水に めぐまれて いたせい かも 知れ 

ない。 その 庵室が 後年の 吉 水院、 今の 吉水 神社、 後ダ 

ィゴ 天皇の 仮の 宿舎です。 ザ J の 庵室 は 鎌倉時代の 建築 



流れ や 至る ところに 清水の 流れ を 思う の は 自然な のさ。 

この 山に 水がない ときいた 方が ビック リす るよ。 全山 

冷めた く 清らかな 清水に あふれて いるよう に 思われ ま 

すね。 桜 ノ花ハ 火ニァ ラズ。 火 ヨリ モ水ニ 近 カラン。 

旅行者た る 後ダ ィゴ 帝が 水に あざむかれ、 土着の 親分 

氷 鹿が チヤ ッ カリ 井戸 を 占領して 井戸の 中より 現れ 出 

でた の は 然るべき ところで あるか も 知れません。 太古 

の 史家 は その 表現が 巧妙 だ。 これ を 健康なる 表現と 云 

います か。 水 鹿 親分 は 一本に は 女性 ナ ランと あるね。 

南北朝 は 元 中 九 年 (北朝の 明徳 三年) 南朝の 後亀山 

天皇が 北朝の 後小松 天皇に 神器 を 伝えて、 南朝の 不和 



皇の血 を ひく 者 は 珍しい ことで はなかろう さ。 

日本の 相続の 習慣 は (習慣だろう な。 昔 は 制度 や 法 

律ではなかった ろう) 古代に 於て は 家長が 自分の 好き 

な 子供に 与える。 これ を 選定 相続と いうの かね。 しか 

し、 長兄に 与える のが 自然 だとい う 不文律が 感情的に 

存在して いたの かも 知れない。 応神 天皇 は 二人の 子供 

を よんで、 お前ら はお 前た ちの 子供の 場合に 兄の 方が 

可愛い いか、 弟の 方が 可愛い いか、 ときいた。 という 

の は 三人 目の 末弟に 皇位 を 譲りたい 下心が あつたから 

だそう だ。 長兄 は 兄の 方が 可愛い いと 答えた が、 次兄 

は 天皇の 心 を 察して 弟の 方が 可愛い いと 答えた。 天皇 



たらいて 稼いだ おかげで 子孫が 今日 大 富豪で あると 

分って いても、 民衆の 感情 は 祖先の 罪に さかのぼって 

今日の 富豪 を 見る こと はない もの だ。 王様 も 同じ こと 

だ。 初代が 国 を 盗んだ 王様で あっても、 民衆の 感情 は 

初代の 罪に さかのぼって 今日の 王様 を 見る こと はない。 

今の 王様で ある ことが、 王様の 全てで あり、 それが 民 

衆の 自然の 感情 だ。 

會我 兄弟の 人気 は大 そうな もの だが、 ッ ラッラ 事の 

起リ を迪れ ば、 曾 我 兄弟の 祖父が ェ藤祐 経の 領地 や 財 

産 を 奪った ので ある。 祐 経の 方が 元来の 被害者 さ。 そ 

, J で 祐 経が 五郎 十郎 の 父に 復謦 し 、 五郎 十郎が その 仇 



吉 野の 旅館で 食べ たデ ンガク はちよ つ とう まか つ た。 

ミソに 吉野葛 を まぜて いたね。 いくらう まいと 云つ 

た つ てデ ンガク などと いう ものが 特に 美味で あり つ こ 

ない が、 旅の 心に しむ 土地の 味 かね。 土地の 味 を 工夫 

して デン ガクも クズも 生かした ところが ミソ なの さ。 

言葉の シャレ を 言う ッ モリではありません がね。 た つ 

たこれ だけの 小さな 工夫で も、 よその 土地で は 今まで 

のと ころお 目に かかる ことができなかった のです。 枕 

カバ— の 上に さらに 吉野紙 (ナ ラン) が 当てて ありま 

したわい。 



は 相当に 長期に わた つ て 眺めた 覚えの 土地で あるが、 

山水 風物が 四方八方 こうよく 似て いて は、 どうに もな 

らん。 いさぎよく 諦めて 帰って きた。 二、 三十 分 土 を 

ふんだ という だけで、 十五 年 前に 行った 時 は 何 一 ッ見 

物し なかった のです。 

日本の 神話 (仏教 渡来の 頃まで を 含めて) で 最大の 

巨人 は 大国 主と いう 大人 だね。 いと も 情緒 こまやかに 

太平楽で、 女 や 酒 は 犬そう 好む けれども、 およそ 戦争 

を 好まない という 昔に は 珍ら しい ダン ナ だね。 時の 人 

民に 人気が あった わけです よ。 スサ ノォ。 ォキ ナガ タ 

ラシ ヒメ。 建内ス クネ。 ヒノ クマの 帰化人た ち。 変つ 



た ダン ナゃ オン ナの ヒトは 色々 といる けれども、 神話 

という 太古の 湖が ある だけで、 その 湖面から 確実な 歴 

史を 見分ける こと は 全然で きな い。 

神話と 歴史の 分水嶺 は、 仏教の 渡来だろう。 はじめ 

て 実在の 人間と 遺物が あって、 それ を 証明す るに 足る 

記録が あるの だから。 

それにしても、 王 JZ! が 論語 を もたらし 文字 を 伝えた 

というの が 伝説で あるに しても、 また、 ヒノ クマ その 

他に 土着した 夥しい 帰化人た ちが 大和 地方 民の 生活 中 

に 文字 を もたらした であろう ことが 臆測に とどまる に 

しても、 仏教の 渡来 以後 は 急速に 文字が 普及した こと 



いる. R 

れが 完璧に 残って いません ね。 大極殿で 入 鹿が 殺され、 

えみし 

蝦夷が わが 家に 殺された とき、 死に 先立って、 天皇 記 

と 国 記 を 焼いた そうだ。 もっとも 恵 尺と いう 男が 焼け 

る 国 記 を とりだして 中 大兄に 奉った という。 

蘇 我 氏の 亡びる とともに 天皇家 や 日本の 豪族 の 系図 

や 歴史 を 書いた ものが みんな 一 緒に 亡びた のかね。 そ 

ういう 記録が 一 式 揃って 蘇 我 邸に 在った というの は 分 

るが、 蘇 我 邸に だけし かなかった という こと はちよ ッ 

と 考えられな いこと だね。 文字の 使用者が 聖徳 太子と 

馬子に 限られて いたと いう 蒙昧な 時代で はな か つ たは 

ず だ。 それらの 記録 は 蝦夷と ともに 焼けた。 または、 



は、 本文の 字数 はいくら もない けれども、 読んで みる 

と、 おもしろ いね。 

なぜ 面白い かって？ ヒラキ 直られる と、 こまる が 

失われた 古代の 歴史、 たとえば 日本書紀が 甚 しく 多数 

の 文字 を 用いて 説話 的 伝説 的に 物語 を 構成して いる 失 

われた 古代 を、 これ は、 また、 たった 二十 か 三十の 字 

を 用いて ズバ リズ バリと 簡潔に 事実 だけ を 言いき つ て 

いるではありません か。 なんの 感情 もありません ね。 

マ J の 記録 者が 聖徳 太子の フ ァ ン なら、 入 鹿に も 悪意 は 

やましろのお おえおう 

ないだろう。 もっとも 入 鹿 は 山背 大兄 王 (聖徳 太子の 

子供) とその 一 族 を 殺して いますね。 それにしても、 



入 鹿が 山背 大兄 を 殺した 記事 も 簡潔、 入 鹿が 殺された 

記事 も 簡潔、 気持が いい ほど 無 感情、 実に アツ サリし 

たもので すよ。 ザッと 次の 通りです。 

A 一. 0- ら 3 え み ノ 

「飛鳥 天皇 御世 癸 卯年 十月 十四日、 蘇 我 豊浦毛 人 大臣 

ノ児、 入 鹿 臣ロロ 林 太郎、 伊加 留加宫 二 於 テ山代 大兄 

ことごと 

及 其 ノ昆弟 等 合セテ 十五 王子 悉 ク之 ヲ滅ス 也」 

飛鳥 天皇 は皇極 天皇の こと。 林太郎 というの は 入 鹿 

の 異名 だそう です。 その上の 二字の 欠 写に ついては、 

後に タン ティの 結果 をのべ ます。 

「□□□ 天皇 御世 乙 巳年 六月 十一 日、 近 江 天皇、 林 太 

郎 ロロヲ 殺シ、 明日 ヲ以テ 其 ノ父豊 浦 大臣 子孫 等 皆 之 



「口口 口 天皇 御世 乙 巳年 六月 十日」 

と 書き だしてい るね。 書紀 によれば、 これ は 皇極四 

年で ある。 皇極四 年なら ば、 法王 帝 説 は、 先の 条 にあ 

る 如く 「飛鳥 天皇 御世 乙 巳年」 と 書く 害 だね。 ところ 

が、 飛鳥 天皇 は 二字 だが、 □□□ 天皇 は 三 字 だよ。 そ 

して、 それに つづいて、 その 六月 十一 日に、 

「近 江 天皇、 殺 於 林太郎 口口、 以 明日、 其 父豊浦 大臣 

子孫 等皆滅 之」 と ある。 

近 江 天皇 はま だ その 時 は 中 大兄 王で 天皇で はない が、 

後に 天皇た るべき 人 を はじめから 天皇と よんで いる 例 

はこの 本で はしょ ッ ちゅうの こと だ。 g しむに 足らん。 



紀 にまん まと 騙されて いるよう な 気がする ね。 つま リ 

歴史と して 読む からだ。 

私 は 記紀の 史家の 作為が あるよう な 気がするな。 実 

在して いた (伝説 的に も) スクネ という 人物 は 一向に 

パッ とせず、 民衆に あんまり 関心 を 払われて いない 人 

物 だつ たんじ やない かな。 記紀の 史家の 巧妙な イタ ズ 

ラと 巧妙な 構成が 成されて いるよう な 気がする。 ああ 

いう 怪物 的な 大 存在が 当時の 民衆の 心に 深く 宿って い 

ない らしい のが、 どうに も 怪しい じ やない か。 裏で 力 

ラカラと 哄笑して いる 健康で たくましい 古代の 史家の 

野性 的な 笑声が きこえて くるよう な 気がする よ。 



むしろ 蘇 我 氏の 祖先 は 大国 主 系統 かも 知れない と 私 

は 空想す るので ある。 蘇 我 氏の 地た る 飛鳥の カン ナビ 

山 (イカ ズチの 丘) はミ モロ 山 ともいうね。 大国 主の 

三輪 山が ミモ 口山で ある。 馬子の 頃に 三輪 逆と いう 三 

輪の 一 族ら しくて 妙に 怖れ 愛されて いるよう な 奇怪な 

人物が ちょ ッと 登場して 殺される が、 馬子 はこれ と 

ジ ッコン らしい ね。 ヒノ クマの 帰化人 はじめ 多くの 帰 

化 人に とりまかれて 特殊な 族長ぶ り を 示して いたらし 

い 蘇 我 氏の 生態 も、 なんとなく 大陸 的で、 大国 主 的で 

あるです よ。 私 は 書紀の 役目の 一 ッが蘇 我 天皇の 否定 

であると 見る から、 蘇 我 氏に 関する 限り、 その 表面に 



現されて いる こと は、 そのまま では 全然 信用 しないの 

である。 

ともかく、 大和 を 中心に した 夥しい 古墳 群 (ミサ サ 

ギも 含めて) は 小心 ョク ョク たる 現代人の ドギモ をぬ 

くに 充分な 巨大 きわまる ものだね。 玄 室の 石の 一 ッの 

大きさ だけで も 呆気に とられる ね。 それらの 古墳 は、 

どれが 誰の もので、 誰の 先祖 だか、 実は てんで 分る ま 

い。 記紀が 示した 系譜なる ものが、 実は 誰が 誰の 祖先 

やら、 人の ものまで みんな 採り いれたり、 都合の わる 

いの を 採り 去ったり している に 相違ない と 思われる。 

しかし、 大 そうな 豪族が たくさん 居た こと だけ は 確 
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